




テラヘルツ分光 の応用研 究 として、テ ラヘル ツ時間領域分光 によるテラヘルツ帯スペ ク トルか ら機能性高
分子の物性 に関わる結合水 の状態、吸着 された物質の状態 について情報 を得 ることを 目的 とした。本年度 は、
電解質 として も働 くイオ ン交換高分子膜 に注 目し、その物性や電気的な物性 とテ ラヘル ツ帯の応答 との関係
を調べ るため、構造既知 の 自己組織化膜のテ ラヘル ツ分光 を行 った。
2.実 験 方法
セ ン ター に設 置 のTHz-TDS分光 装 置(0.1THz～3THz)を用 い 、様 々 な分子 や イ オ ンを
取 り巻 く形 で 自己組 織 化 膜 を形 成 す る コー ル 酸 、お よび そ の類 縁 体 のTHzス ペ ク トル を測
定 した[1]。サ ンプル は加 圧 成 形 し、直径1cmの ペ レ ッ ト状 態 と した。 同 じサ ンプル を京
都 大 学 原子 炉 実 験所 のLバ ン ドLINACにお いて も測 定 した。
3.結 果 と考察
コー ル 酸 お よび コール 酸 ナ トリ ウムのTHzス ペ ク トル を図1Aお よびBに 示す 。
コール酸は 自己組織化構造 をとるが、ナ トリウム塩 となると自己組織化構造の形態 に変化 が起 き
るこ とが分かった。 これ らの試料 をL-BANDLINACによる遷移放射 を光源 として測定 した結果、同
様 のことが確認 された。また、L-BANDLINACにおいて粉末状態での測 定も行 った ところ、粉末状態
とペ レッ ト状態で 自己組織化の形態が異なるこ とが示唆 され、この ことはXRDおよびRAMAN測定か
ら確認 され た。今後は、コール酸 の物性 とTHzスペク トルで見 られた変化 の関連を詳細 に調 べる必
要 があ り、さらに、コール酸を ドーパ ン トとした高分子膜の物性解析へ と発展 させ たい と考えてい
る。
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